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心
の
置
き
ど

斉

　
誰
で
も
苦
を
嫌
い
、
死
を
い
と
い

楽
を
求
め
、
長
寿
を
欲
す
る
。
然

・
る
に
人
生
は
苦
多
く
し
て
楽
が
少
な

い
。
況
ん
や
不
老
長
寿
を
や
で
あ

る
。
か
く
の
如
き
人
生
に
於
い
て
、

我
六
は
毎
日
の
暮
し
の
中
で
、
如
何

な
る
覚
悟
と
方
針
を
続
け
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
か
。
お
互
い
一
寸
し
た

こ
と
を
な
す
に
も
、
今
日
は
日
が
悪

い
と
か
、
明
日
は
良
い
日
だ
と
か
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に
毎
日
の
吉
凶
判
断

を
託
し
て
、
自
か
ら
生
活
を
不
自
由

な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
安

心
と
い
う
よ
り
も
求
め
て
迷
い
の
連

鎖
を
造
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
何
事
も
自
分
の
心
の
持
ち
よ
う

考
え
よ
う
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
日
常
よ
く
「
心
の
置
き
ど
こ
ろ
」

が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
耳
に
す
る

が
、
平
素
我
女
は
何
処
に
ど
う
い

う
ふ
う
に
心
を
置
く
べ
き
で
あ
る

か
、
人
と
争
い
ば
赫
と
興
奮
し
て
他

は
お
留
守
に
な
る
。
空
腹
時
に
御
馳

走
の
に
お
い
が
す
れ
ぱ
そ
の
方
へ
心

が
移
る
。
何
か
仕
事
を
始
め
て
そ
れ

　
に
一
心
不
乱
に
な
る
人
も
あ
れ
ぱ
、

う
わ
の
空
で
仕
事
を
し
て
い
る
者
も

　
あ
る
。
凡
そ
心
は
不
定
で
散
乱
し
易

　
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
程
動
揺
常
な

　
き
心
を
平
常
は
一
体
何
処
に
置
け
ば

　
よ
い
の
か
。
そ
れ
は
「
何
処
に
も
置

　
か
な
い
」
工
夫
が
肝
要
で
は
な
か
ろ

藤う
か
。

こ
ろ

大

馨

　
晴
天
に
明
鏡
を
大
空
に
向
け
れ

ば
、
映
る
も
の
は
青
一
色
で
あ
り
、

闇
夜
に
は
黒
一
色
で
あ
る
。
鏡
そ
の

も
の
に
は
何
の
変
化
は
な
い
の
で
あ

る
が
、
人
が
そ
の
前
に
立
て
ば
人
を

写
し
、
猫
か
犬
が
通
れ
ば
犬
や
猫
が

映
る
。
即
ち
明
鏡
止
水
の
境
地
で
あ

る
。
こ
れ
は
心
を
何
処
に
も
置
か
な

い
か
ら
、
か
く
臨
機
応
変
、
必
要
に

応
じ
て
意
の
如
く
働
か
す
こ
と
が
出

来
る
の
蟹
え
で
あ
る
。
こ
の
境
地
を

「
無
住
心
一
或
い
は
無
心
と
言
い
、

常
に
子
供
の
よ
う
な
天
真
瀾
漫
の
心

の
状
態
、
ま
こ
と
に
静
叔
な
境
地
、

こ
れ
を
童
心
と
も
い
う
。
既
に
こ
の

境
地
を
体
得
し
事
に
当
る
や
、
全
身

心
を
打
ち
込
ん
で
そ
れ
る
当
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
時
に
際
し
物

に
蝕
れ
て
一
度
動
く
や
金
石
が
ふ
れ

合
っ
て
火
を
発
す
る
よ
う
に
、
そ
れ

こ
そ
超
人
的
電
光
石
火
の
働
き
を
な

す
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ぱ
心
が
時
に

際
し
物
に
蝕
れ
て
働
き
出
し
た
場
合

の
、
働
き
方
に
つ
い
て
の
態
度
は
ど

う
工
夫
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
雨
が

降
れ
ば
藁
叩
き
も
結
構
、
と
い
う
言

葉
も
あ
る
が
「
日
女
是
好
日
」
凡
て

を
感
謝
で
受
け
入
れ
る
と
言
っ
た
と

こ
ろ
で
、
た
ま
た
ま
遊
山
に
出
か
け

よ
う
と
予
定
し
た
日
が
雨
風
で
あ
れ

ば
、
そ
の
日
は
決
し
て
好
日
で
は
な

で
、
此
方
の
知
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
雨
が
降
っ
て
ハ
イ
キ
ン
グ
が
出

来
な
け
れ
ぱ
、
何
か
他
に
雨
風
で
も

差
支
え
な
い
も
の
に
転
換
し
て
楽
し

め
ぱ
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
雨
天
な
ら

ば
家
の
中
で
楽
し
く
一
家
全
員
で
談

話
会
で
も
開
け
ば
、
降
雨
か
え
っ
て

好
日
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
「
日
女
是
好
日
」
と
い

う
の
は
、
暦
の
上
で
の
一
日
一
日
に

　好悪が固

定
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
今
日
の
日
を
善
く
す
る
も
悪
く

す
る
も
そ
の
人
女
の
心
の
持
ち
方
に

よ
っ
て
定
ま
る
も
の
で
、
来
る
日
来

　
る
日
を
好
日
と
な
る
よ
う
に
自
分
の

蘂
　
継
難
∞
“
心
鰐
鷲
畢
軋

う
、
仕
方
な
く
諦
め
る
と
か
、
我
慢

す
る
と
か
の
消
極
的
な
心
の
持
ち
方

で
は
決
し
て
「
日
汝
是
好
日
」
の
境

地
に
達
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
少

し
位
の
こ
と
に
へ
こ
た
れ
す
「
凡
て

の
こ
と
は
我
に
善
か
ら
ざ
る
は
な

し
」
と
自
奮
自
励
し
て
、
そ
の
所
信

通
り
に
な
る
よ
う
に
一
段
と
発
奮
努

力
し
て
、
そ
の
結
果
「
な
る
程
我
に

善
か
ら
ざ
る
な
し
で
あ
っ
た
か
」
と

な
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
か
く
し

て
自
信
を
積
み
、
一
歩
一
歩
向
上
し

て
い
く
の
が
意
義
あ
る
人
生
の
暮
ら

し
方
、
心
の
置
き
所
で
は
な
い
か
。

古
歌
に

　
曳
か
れ
な
ば
悪
し
き
道
に
も
入
り

　
ぬ
べ
し
心
の
駒
に
手
網
ゆ
る
す
な

！
投
稿
－

　
　
　
　
村
の
都
市
計
画

　
政
府
は
北
海
道
、
東
北
、
裏
日
本

な
ど
の
資
源
開
発
や
、
産
業
の
お
く

れ
て
い
る
地
方
に
、
そ
の
地
域
の
特

色
や
条
件
を
生
か
し
て
新
し
い
産
業

都
市
を
建
設
す
べ
く
方
策
を
た
て
＼

い
る
。
新
潟
県
に
お
い
て
も
、
過
般

の
臨
時
県
議
会
で
こ
の
問
題
が
審
議

さ
れ
た
。

　
先
進
地
と
称
さ
れ
て
い
る
地
域
で

は
、
発
展
策
と
し
て
観
光
事
業
の
振

興
が
大
き
く
着
目
さ
れ
て
い
る
よ
う

の
未
開
発
地
帯
、
苗
場
山
麓
一
帯
を

も
つ
関
係
市
町
村
と
し
て
は
、
今
後

｝
の
地
域
発
展
の
課
題
と
し
て
観
光
開

　
、
発
の
面
に
、
絶
大
な
関
心
と
期
待
が

葦
ら
れ
な
け
れ
暖
象
い
で
あ

否
い
す
れ
遠
か
ら
す
大
窪

よ
っ
て
新
し
い
開
発
方
式
が
打
ち
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
と
乙
ろ
で
将
来
の
発
展
に
備
え
て

｝一
今
日
も
っ
と
も
急
務
と
し
て
考
え
て

り
．
よ
い
こ
と
に
中
里
村
の
都
市
計
画
の

一

す
一
、
」
に
行
き
づ
ま
り
を
星
し
、
斡
繕

の
国
道
と
駅
通
り
の
県
道
の
ほ
か
に

道
路
が
一
本
も
な
く
、
表
通
り
に
は

家
屋
や
工
場
を
建
て
る
余
地
も
な
い

の
で
あ
る
。
条
件
を
具
備
し
た
新
し

い
道
水
路
が
で
き
れ
ば
、
急
速
に
市

街
地
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。
こ
ん
な
こ
と
は
誰

し
も
考
え
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
村
が

や
る
気
な
ら
ば
極
め
て
簡
単
な
こ
と

だ
ろ
う
が
、
し
か
し
い
ざ
実
行
す
る

と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
点
が
あ

る
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
地
域
が

狭
す
ぎ
て
国
の
都
市
計
画
法
に
あ
て

は
め
て
事
業
が
推
逸
で
き
な
い
こ
と

｝で
あ
る
。
法
律
に
あ
て
は
ま
ら
な
い

一
と
な
る
と
、
実
施
段
階
で
幾
多
困
難

一蔽
饗
繋
轡
難
齢
にの

一執
念
の
深
い
人
が
な
ん
と
多
い
こ
と

か
。
地
主
の
納
得
以
外
に
仕
事
を
進

め
る
手
だ
て
は
な
く
、
そ
の
た
め
に

驚
聖
の
言
い
分
藤
署
な
く
聞

一
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

一｝｝一
…
文
化
祭
入
選
句

一　
　
【
一
般
の
部
】

㎜

天
位
　
田
中
井
ノ
川
音
吉

亨
せ
き
た
て
る
子
等
稲
車
プ
映
え
て

｝

地
位
　
　
　
清
田
山
　
藤
田
キ
ク
ノ

蒼
天
に
管
え
る
妙
高
初
の
雪

人
位
　
　
倉
下
関
沢
　
寄

る
。
地
域
生
艮
の
余
往
の
盛
じ
あ
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｝

酬
隷
篶
轄
観
赴

る
を
得
ま
い
と
推
察
葛
し
か
し
一

そ
う
か
と
い
っ
て
都
市
計
画
法
に
基

い
て
や
れ
る
時
期
ま
で
待
っ
て
い
て

よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
中
里
村
の
振
興
策
に
つ
い
て
、
村

民
の
衆
智
を
あ
つ
め
て
何
か
妙
案
な

り
対
策
を
打
ち
出
す
手
は
な
い
も
の

か
。
商
工
会
あ
た
り
の
ご
高
見
や
如

何
に
。

　
こ
と
の
つ
い
で
に
、
主
要
地
方
道

高
田
松
之
山
六
臼
町
線
、
通
称
”
県

道
清
津
線
〃
の
改
良
、
拡
張
の
こ
と

に
つ
い
て
ふ
れ
て
み
た
い
。
こ
れ
も

｝
都
市
計
画
と
同
様
、
な
か
な
か
手
が

ぞ
な
い
。

　
一
　
去
る
二
十
七
年
、
中
越
バ
ス
が
定

期
を
運
行
す
る
こ
と
が
き
ま
る
と
、

・
す
ぐ
に
二
十
一
ヵ
所
に
待
避
所
が
設

一
　
　
　
、

一
け
ら
れ
た
が
　
車
が
大
型
に
な
っ
た

，
り
、
運
行
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
昔

の
ま
ま
の
道
印
で
は
、
沿
道
の
住
民

の
迷
惑
は
大
変
で
あ
る
し
、
全
線
の

改
良
拡
張
は
十
二
峠
の
開
さ
く
次
第

必
至
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
ス
ム
ー
ズ

に
進
捗
す
る
よ
う
地
域
住
民
み
ん
な

の
協
力
を
わ
す
ら
わ
し
た
い
。

　
こ
の
道
路
が
開
さ
く
す
る
乙
と
に

決
定
し
た
明
治
四
十
年
四
月
二
十
四

日
の
旧
田
沢
村
急
施
村
会
議
事
録

に
よ
れ
ば
、
　
「
当
村
未
曽
有
之
大
事

件
ナ
レ
ド
モ
、
弐
拾
九
年
ヨ
リ
宿
題

ナ
レ
バ
反
対
ナ
ク
可
決
ス
。
」
と
記

録
さ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
工
費
負

担
方
法
と
し
て
は
、
沿
道
部
落
が
壱

尺
に
付
き
四
人
の
寄
附
、
同
地
租
拾

分
ノ
弐
、
ほ
か
に
敷
地
代
は
沿
道
部

落
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
交
通
不

便
な
当
時
、
村
民
が
い
か
に
こ
の
道

路
の
開
さ
く
に
期
待
を
か
け
協
力
し

た
か
、
と
て
も
冷
の
十
二
峠
の
開
さ

く
に
期
待
を
よ
せ
て
い
る
注
民
威
構

一
の
比
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一
　
（
葬
喜
重
）

ピ
2
～
を
ン
多
詞
〆
z
ノ
ノ
z
多
づ
づ
ノ
づ
ノ
ノ
〆
づ
。
’
2
髭
ノ
多
ジ
ノ
イ
ン
詩
づ
’
を
ノ
ノ
ン
づ

で
あ
る
が
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園
一
問
題
が
あ
る
。
田
沢
駅
通
り
一
帯
は
落
穂
手
に
一
人
た
た
す
む
不
作
田

一
碁
　
　
干
溝
広
田

一
園
児
等
の
制
帽
な
で
る
す
す
き
風

一
　
小
沢
井
通
藩

ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
蓮
根
掘
る
田
を
低
く

飛
ぶ
　
　
　
山
　
崎
　
松
沢
　
得
七

一
、
長
閑
な
り
薮
欝
渡
響

目
く
ら
の
子
抱
い
て
涙
ぐ
む
今
日
の

一
月
　
　
　
　
小
　
原
　
田
村
　
丑
松
｝

マ
モ
議
濃
し
く
娘
の
昆

・
佳
作
　
　
干
溝
広
田

健
康
の
幸
を
し
み
じ
み
秋
暮
る
る

　
　
　
　
　
小
沢
井
ノ
川
玉
治

選
ぶ
べ
き
人
の
記
事
あ
り
秋
深
し

　
　
　
　
　
倉
下
関
沢
　
守

㎜
空
影
す
水
に
ま
い
こ
む
落
葉
か
な

　
　
　
　
　
新
屋
敷
時
習

■
秋
晴
れ
や
天
下
わ
け
め
の
選
挙
戦
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中
里
村
議
会

新
議
員
決

＋
一
月
＋
九

る
た
め
、
去
る
十
日
、
中
里
村
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
二
十

二
名
の
新
村
議
が
き
ま
っ
た
。

　
町
村
合
併
し
て
中
里
村
発
足
以

来
、
第
三
回
目
の
改
選
で
あ
る
が
、

う
つ
り
ゆ
く
社
会
情
勢
に
対
拠
し
て

村
の
産
業
開
発
近
代
化
は
必
須
の
課

題
と
さ
れ
、
新
し
い
村
づ
く
り
の
方

向
を
求
め
る
村
政
の
力
づ
よ
い
前
進

が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
翁
、
選
挙
当
日
の
有
権
者
は
、

総
数
五
千
二
百
九
十
（
男
二
千
四
百

六
十
九
、
女
二
千
八
百
二
十
三
）
で

出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
り
投
票
率
の
低
下

が
心
配
さ
れ
た
が
、
身
近
な
選
挙
だ

け
に
九
三
・
〇
一
％
と
、
ほ
ぼ
前
回

同
様
の
投
票
率
で
あ
っ
た
。

　
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

当
三
二
四
　
　
　
　
　
上
村
賢
造

〃
三
〇
二
　
　
　
　
　
斉
喜
　
政
治

〃
二
五
九
　
　
　
　
　
村
山
重
行

次レ〃〃〃〃〃〃〃之之ヱ之2之皇之之ヱ・三
一一五六七八九九九〇〇一一一二二喜茎喜五五
八鱒五七子一丁九四㌘四八三七質二二写
　四五　九〇　璽　　四四　璽　六九　　三　六　　二　　　　Ω七　　ゴ
　〇七　　四　五　　九　　　　＿七　　二

夢築輔鯵蘇額纏鵠舗講難
輪霧難難魏傘講駿魏㌔里

キ
q
ろ

　
　
　
　
　
一

新
村
議
紹
介

　
量
♂
1
～
｝
…
～

　
　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
同
）

　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
武
男
（
四
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
現
、
洋
裁
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
小
原

　
　
　
　
　
　
　
　
富
井
博
（
四
二
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
新
、
農
業
、
如

　
　
　
　
　
　
　
　
来
寺

・
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
斉
喜
政
治
ハ
五
む

　
　
　
　
　
　
　
　
現
、
農
業
、
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
俣

懸
欝
沫
華
、
動

　
7
㌔
～
～
．
嚢
…
～
・

桑
原
武
義
（
五
Q
）

新
、
農
業
、
重

地

－
文
化
の
日
．

晴
れ
の
表
彰

　
村
で
は
文
化
の
佳
日
に
、
社
会
福

祉
の
向
上
発
展
に
功
献
さ
れ
た
者
を
、

次
の
と
お
り
表
彰
し
た
。

　
田
中
部
落
　
　
　
　
衛
生
自
治
会

東
田
尻
　
　
　
山
田
定
信

倉
俣
　
　
　
斉
喜
夏
江

◇
田
中
部
落
衛
生
自
治
会
は
、
組
織

　
活
動
に
よ
っ
て
健
康
的
な
生
活
環

　
境
の
実
現
に
顕
著
な
業
績
が
あ
っ

　
た
。

◇
知
酬
鞭
鞭
難
諜
一

　
年
間
、
国
民
健
康
保
険
運
宮
協
議

　
会
委
員
と
し
て
、
事
業
の
充
実
強

　
化
に
功
績
が
あ
っ
た
。

◇
斎
喜
夏
江
さ
ん
は
へ
き
地
に
お
い

　
て
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
環
境
の
不
備

　
の
中
で
、
特
に
、
地
域
医
療
行
政

　
に
つ
い
て
、
地
域
に
あ
っ
て
献
身

　
協
力
さ
れ
今
日
に
至
っ
た
業
績
。

祭
募
集
標
語

ヒ
刻
　
ポ
ス
タ
ー
〃

　
去
る
十
一
月
三
日
の
文
化
祭
に
、

村
袖
会
厚
生
漂
山
毒
呂
業
務
を
内
容
と

し
た
漂
語
、
ポ
ス
タ
ー
を
募
渠
し
ま

し
た
処
、
標
語
の
部
に
お
い
て
応
募

者
二
百
八
名
、
応
募
点
数
二
百
八
十

九
点
、
ホ
ス
タ
ー
の
部
応
募
者
十
名

応
募
占
嚇
数
十
点
の
多
数
を
い
た
だ
き

・
こ
こ
に
入
選
作
晶
の
発
表
と
併
せ
紙

上
皐
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佐
十
郎
（
三

　
　
　
　
　
　
　
も
現
、
農
協
職

　
　
　
　
　
　
　
員
、
下
山

騨、

礒

　　　　　　　　　　　望　　　　　　覇

岡
村
弘
美
3
二
）

新
、
農
業
、
倉

俣島
田
藤
平
（
三
七
）

新
、
農
業
、
倉

俣江
口
平
五
郎
（
五

し
新
、
農
業
、

干
溝

灘
嚇
欄
餐

　　　　　謹

凝囎
　
　
　
ぬ

、
一
轟

村
山
重
行
倹
O
）

現
、
農
業
、
田

沢上
村
賢
造
（
五
一
）

前
、
法
人
団
体

役
員
、
田
中

▽
村
長
賞

惜
し
み
な
く
働
く
陰
に
国
保
あ
り

　
　
　
　
　
　
小
沢
　
井
ノ
…
玉
治

▽
中
里
対
議
会
議
彫
．
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
迫
治
（
五

霧
　
　
　
　
　
　
　
　
も
元
、
農
業
、

　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢

7
、
い
羽
根
胸
に
輝
く
愛
の
花

一

　
　
　
　
へ

　
　
　
　
貝
野
中
二
年
　
南
雲
久
代

▽
中
里
村
教
育
委
員
長
賞

健
康
で
よ
い
人
づ
く
0
村
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
田
中
滝
沢
貞
一

　
　
　
　
　
　
｝

攣
翻
噸
聴

　
　
　
　
　
　
い

“
開
駈
露
配
纏
　
麟
慾
鶴

羅
騰
薗
購
驚

　
　
　
　
　
　
一

繋
繍
隔
舞
騒

〔
ポ
ス
ケ
ー
乃
部
〕

▽
村
畏
賞
　
　
田
中
　
誓
．
，
、
繁
雄

◇
以
下
該
当
な
し

◎
漂
語
（
入
選
）

一
寸
の
工
夫
が
栄
養
増
加

良
き
指
道
明
日
も
叉
ね
保
健
婦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
田
中
滝
沢
勝
己

赤
い
羽
根
僅
か
の
善
意
で
大
き
な
佳

事
　
　
　
　
　
荒
屋
　
樋
口
も
と
子
．

年
金
で
老
後
を
楽
し
く
健
や
か
に

　
　
　
　
　
　
豊
里
小
柳
正
夫

救
急
ぱ
す
ば
や
く
役
場
へ
二
三
〇

ゴ
ミ
捨
て
蝿
に
す
る
な
灰
に
せ
よ

　
　
　
　
　
　
田
中
滝
沢
貞
一

か
た
よ
ら
す
そ
の
日
～
、
の
こ
ん
だ

て
を
　
　
　
東
田
沢
　
村
山
ふ
く
じ

一
瞬
の
輪
禍
に
愛
の
救
急
車

　
　
　
　
田
沢
中
三
　
桑
原
　
克
利

み
ん
な
の
誇
り
む
し
歯
の
な
い
歯
き

れ
い
な
歯

　
　
　
　
田
沢
中
三
　
大
口
　
栄
子

健
康
は
「
し
あ
わ
せ
さ
ん
」
が
呼
ん

．
で
い
る

　
　
　
　
田
沢
中
一
　
山
田
　
久
栄

自
分
の
た
め
だ
き
が
る
に
行
こ
う
診

療
所

　
　
　
　
田
沢
中
二
　
田
村
　
　
健

◎
ポ
ス
タ
ー
（
入
選
）

　
田
沢
中
三
　
　
　
井
口
善
雄

一
　
田
沢
中
二
　
　
　
　
村
山
　
守
男

　
田
沢
中
二
　
　
　
　
村
山
　
　
誠



、
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ー
座
談
会

　
　
　
　
新
村
議
に
望
む

　
出
　
席

教
育
委
員
長

民
生
委
員
総
務

連
合
婦
人
会
長

者藤
田
五
郎

大
島
孝
平

高
橋
敏
子

公
民
舘
運
営
審
議
委
員
高
橋
信
雄

田
沢
小
学
校
、
長
　
　
木
ノ
下
正
一

商
工
会
長
　
　
　
　
　
広
田
義
一

倉
俣
農
業
協
同
組
合
．
長
高
橋
熊
蔵

　
司
会
　
　
　
　
中
里
村
公
民
舘

　
十
一
月
十
日
の
村
議
会
議
員
選
挙

に
よ
っ
て
、
二
十
コ
名
の
新
村
識
が

選
ば
れ
た
。
村
政
に
新
し
い
抱
負
が

う
ま
れ
た
わ
け
だ
が
、
全
村
民
が
朋

る
く
豊
か
な
村
づ
く
り
に
こ
の
人
た

ち
の
活
躍
を
大
き
く
期
待
し
て
い

る
。
今
後
四
年
聞
、
住
民
の
付
託
に

応
え
て
、
意
欲
的
な
議
会
活
動
を
展

開
し
て
下
さ
る
こ
と
＼
信
す
る
が
、

公
民
舘
で
は
、
　
「
新
村
議
に
望
む
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
村
内
各
種
団
体
の

代
表
の
方
汝
か
ら
お
集
り
願
い
、
座

談
会
を
開
き
ζ
慧
見
を
き
か
せ
て
も

ら
っ
た
。
内
容
、
次
の
と
お
り
。

村
政
を
知
ら
せ
る

活
動
を

　
司
会
　
「
新
村
議
に
望
む
」
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
村
政
に
ど
ん

な
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
と
お
も
う
が
、
ま
す

議
会
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見

を
ど
う
ぞ
。

　
藤
田
　
儀
会
議
員
は
地
区
意
識
を

は
な
れ
て
、
村
全
般
を
よ
く
み
っ
め

て
村
政
を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
高
橋
（
熊
）
　
議
会
で
は
お
互
い

に
充
分
活
し
あ
っ
て
、
人
の
意
見
に

も
．
耳
を
か
す
と
い
う
態
度
が
ほ
し
い

　
高
橋
（
敏
）
　
議
員
の
活
動
も
な

か
な
か
容
易
で
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

実
族
や
住
民
の
理
解
と
協
力
が
な
い

と
充
分
な
活
動
が
で
き
な
い
。

　
広
田
　
つ
ね
に
議
会
の
よ
う
す
や

村
政
の
動
き
な
ど
を
住
民
に
知
っ
て

も
ら
う
活
動
も
必
要
だ
。
そ
れ
か
ら

予
算
の
ぶ
ん
ど
り
あ
い
な
ど
し
な
い

で
、
重
点
的
に
村
政
の
推
進
に
の
ぞ

ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
大
勘
　
民
生
委
員
は
奉
仕
者
と
い

う
気
持
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
村
議
の
方
女
か
ら
も
住
民
の
奉

仕
者
た
と
い
う
気
持
で
や
っ
て
も
ら

い
た
い
。
も
ち
ろ
ん
報
酬
な
ど
も
少

な
過
ぎ
る
と
思
う
が
…
…
。

　
高
橋
（
信
）
　
議
会
や
村
政
の
よ

う
す
を
知
ら
せ
る
活
動
と
と
も
に
、

自
分
の
考
え
や
意
見
を
住
民
に
き
い

て
も
ら
い
、
つ
ね
に
広
い
視
野
に
立

っ
て
社
会
情
勢
を
勉
強
し
、
住
民
輿

論
を
啓
発
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

　
木
ノ
下
現
状
を
よ
く
と
ら
え
て

さ
ら
に
将
来
の
見
通
し
の
上
に
立
ぢ

て
村
政
を
推
進
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
藤
田
　
議
会
で
村
政
に
彊
接
関
係

な
い
問
題
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
。
村
政
に
望
み
た
い
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
れ
は
年

次
計
画
を
た
て
・
、
重
点
的
に
実
現

し
て
い
つ
て
も
ら
い
た
い
。

産
業
の
発
展
は
道

路
か
ら

　
司
会
中
里
村
を
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
、
具
体
的
に
ど
ん
な
こ
と
を

村
政
に
望
み
ま
す
か
。
ま
す
、
産
、
業

の
面
で
は
…
…
。

　
藤
田
　
村
の
，
発
展
は
な
ん
と
い
っ

て
も
産
業
の
振
興
が
優
先
さ
れ
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
中
里
村
に
も
葉
タ

バ
コ
、
養
蚕
、
畜
産
、
苗
木
な
ど
の

特
産
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
農
業
経

営
の
中
に
う
ま
く
と
り
入
れ
て
、
農

家
所
得
を
ふ
や
し
て
い
く
よ
う
村
と

し
て
も
一
層
力
を
い
れ
て
ほ
し
い
。

観
光
開
発
を
お
お
い
に
お
こ
な
い
、

外
貨
獲
得
を
は
か
、
る
こ
と
も
必
．
要

だ
。
小
出
の
万
年
橋
架
替
え
、
清
津

峡
に
通
す
る
道
路
の
改
良
は
、
な
ん

と
し
て
も
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
高
橋
（
熊
）
　
中
里
村
農
業
は
現

状
で
は
ま
だ
経
営
が
弱
小
で
、
余
租

村
政
の
面
か
ら
産
業
振
興
に
力
を
い

れ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
い

わ
い
わ
が
村
は
広
大
な
地
域
を
も

ち
、
農
業
土
地
基
盤
に
は
恵
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
着
目
し
、
地
城
に
適

し
た
作
目
を
導
入
し
て
、
こ
れ
に
ウ

ン
と
金
も
か
け
、
指
瀞
陣
も
さ
ら
に

充
実
し
、
せ
ま
い
地
域
根
牲
を
す
て

て
、
こ
れ
と
霜
も
う
産
業
は
村
民
一

体
と
な
っ
て
育
て
伸
は
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

　
広
田
　
産
業
の
発
展
は
ま
す
道
路

か
ら
だ
。
国
遣
と
は
名
ぱ
か
り
で
荒

屋
地
内
な
ど
は
ま
っ
た
く
ひ
ど
い
。

村
当
局
と
協
力
し
て
国
県
貼
、
旭
の
改
良

に
意
を
注
い
で
も
ら
い
た
い
。
天
下

【
話
し
あ
う
出
席
者
た
ち
】

の
景
勝
地
、
清
津
峡
も
か
な
り
観
光

客
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
日
帰
り
客
が
多
く
割
合
に
地
元

に
金
が
落
ち
な
い
よ
う
に
聞
く
。
泊

り
が
け
の
客
が
ど
ん
ど
ん
く
る
よ
う

な
観
光
地
に
整
備
し
て
い
か
ね
ぱ
な

ら
な
い
。
中
壁
村
で
い
ち
ぱ
ん
ま
と

ま
り
が
よ
く
成
果
を
あ
げ
て
い
る
の

は
苗
木
組
合
の
よ
う
だ
が
、
他
の
産

業
に
つ
い
て
も
一
環
し
た
指
導
と
強

力
な
生
産
組
織
の
育
成
が
必
．
要
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
高
橋
（
熊
）
　
畜
舎
を
つ
く
り
家

畜
を
入
れ
飼
料
を
買
っ
て
採
算
の
と

れ
る
経
醤
に
ま
で
伸
ぱ
し
て
い
く
に

は
、
か
な
り
の
資
金
が
つ
、
．
’
．
か
な
け

れ
ば
、
な
か
な
か
客
易
で
な
い
の
が

現
実
の
よ
う
だ
。

　
高
橋
（
信
）
　
と
に
か
く
中
里
村

を
一
つ
の
主
産
地
に
ま
で
し
て
い
く

に
は
か
な
り
の
努
力
が
は
ら
わ
れ
な

け
れ
ぱ
な
ら
な
い
が
、
指
導
機
関
が

パ
ラ
バ
ラ
で
意
見
が
マ
チ
マ
チ
で
は

で
き
な
い
こ
と
だ
。
金
が
か
か
っ
て

も
よ
い
か
ら
将
来
を
見
通
し
て
計
画

を
た
て
実
現
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い

　
藤
田
農
業
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
織
物
産
業
な
ど
も
伸
ば
し
て
い

く
ぺ
き
だ
。
工
場
誘
致
も
積
極
的
に

策
し
て
こ
の
土
地
に
も
っ
と
第
二
次

産
業
が
さ
か
ん
に
な
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

　
木
ノ
下
　
産
．
業
が
発
展
す
る
こ
と

は
物
資
が
さ
か
ん
に
動
く
と
い
う
こ

と
に
も
な
る
が
、
そ
れ
に
は
や
は
り

道
路
を
改
良
し
変
通
挙
情
を
よ
く
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
村
の
特
質
を

解
明
し
こ
れ
を
活
か
し
伸
ぱ
し
で
い

く
と
い
う
こ
と
だ
。
学
校
を
卒
業
す

る
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
は
ど

ん
ど
ん
外
へ
出
て
い
く
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
ぐ

ら
い
の
村
の
規
模
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
住
民
構
成
が
必
要
な
の
か
も
研

究
し
て
も
ら
い
た
い
と
お
も
う
。

　
藤
川
　
村
の
発
展
は
ま
す
道
路
か

ら
の
よ
う
だ
が
、
そ
れ
に
つ
け
て
も

貝
野
地
区
の
交
通
導
情
は
ま
こ
と
に

不
便
だ
。
住
民
の
足
で
あ
る
バ
ス
路

線
が
十
日
町
市
を
通
ら
な
け
れ
ぱ
村

の
中
心
街
に
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
国
鉄
に
も
測
当
の
串
情
が
あ
っ

て
宮
中
．
取
水
口
の
通
路
、
構
を
バ
ス
運

雛
哺
縫
夢
憾

の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
。
町
村
合

併
も
一
応
の
結
薫
を
み
た
の
だ
か

ら
、
な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
住
民
に

と
っ
て
ま
こ
と
に
不
幸
な
こ
と
だ
。

倉
俣
の
ヘ
ッ
リ
の
鷺
中
墜
道
も
早
く

完
成
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
か
ら

将
来
に
備
え
て
中
里
村
の
都
市
計
画

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
山
崎
上

田
田
中
周
辺
に
は
ど
ん
ど
ん
家
が
建

て
ら
れ
て
い
る
が
、
な
る
ぺ
く
早
い

時
期
に
計
画
を
た
て
て
も
ら
い
た
い

技
術
、
家
庭
科
の

施
設
充
実
を

　
司
会
　
次
に
教
育
関
係
に
つ
い
て

ご
意
見
を
ど
う
ぞ
。

　
藤
田
　
人
づ
く
り
と
い
う
こ
と
が

さ
か
ん
に
い
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、

こ
れ
は
つ
ま
り
、
村
づ
く
り
、
国
づ

く
り
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け
で
重
要

な
こ
と
だ
。
教
育
を
充
実
す
る
に
は

ま
す
巫
派
な
教
育
者
を
む
か
え
る
と

い
う
こ
と
で
、
す
な
わ
ち
、
教
育
に

人
を
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。
学
校
に

優
秀
な
教
師
を
む
か
え
た
く
と
も
、

条
件
が
悪
け
れ
ぱ
き
て
く
れ
な
い
。

教
員
住
宅
な
ど
は
全
面
的
に
完
備
し

て
も
ら
い
た
い
。
道
徳
教
育
、
社
会

教
育
も
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
が
、
青

少
年
の
健
全
育
成
、
不
艮
化
防
止
な

ど
に
は
も
っ
と
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
学
校
施
設
に
つ
い
て
は

充
分
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
一
応

な
ん
と
か
絡
っ
て
い
る
が
、
清
津
峡

小
学
校
な
ど
は
独
寛
校
と
は
い
え
、

い
ま
だ
に
分
校
当
時
の
校
舎
で
独
立

校
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
の
ほ
か
高
道
山
小
の
便

所
増
築
な
ど
が
あ
る
が
、
な
ん
と
い

っ
て
も
緊
急
に
迫
ま
ら
れ
て
い
る
間

題
は
、
技
術
家
庭
科
の
施
設
六
㈱
を

充
実
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
幼
児
教
育
、
福
祉
の
点

か
ら
も
保
育
所
の
拡
充
も
必
要
だ
。

　
高
橋
（
敏
）
　
先
般
、
郡
市
内
の

保
胃
所
を
み
て
き
た
が
、
三
年
保
育

の
子
ど
も
に
は
い
ろ
い
ろ
間
題
が
出

て
く
る
。
幼
稚
園
と
保
育
所
の
性
格

を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
二
本

立
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
お
も
う
。

保
育
所
に
入
っ
た
子
ど
も
と
入
ら
な

　
　
ら

か
っ
た
子
ど
も
と
で
は
、
幼
児
教
育

の
上
か
ら
か
な
り
差
が
で
て
く
る
こ

と
は
事
実
で
あ
り
、
施
設
の
拡
充
は

な
ん
と
し
て
も
実
現
し
て
ほ
し
い
。
』

　
高
橋
（
熊
）
　
教
育
の
地
域
差
、

と
く
に
辺
地
の
教
育
が
お
く
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い

　
高
橋
（
信
）
　
青
少
年
教
育
が
大

事
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
集
会
場

な
ど
活
動
す
る
施
設
を
整
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
続
く
）
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匹
十
円
の
奨
励
金
〃

　
　
　
　
十
一
月
一
、
日
か
ら
・

村
内
一
齊
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動

田
畑
に
霜
が
翁
り
る
よ
う
に
な
る

と
、
家
の
周
辺
に
棲
ん
で
い
た
鼠
が

い
ち
ど
に
人
家
に
入
っ
て
き
て
甚
だ

し
い
被
害
を
与
え
ま
す
。

　
計
算
に
よ
る
と
、
中
里
村
に
は
三

万
六
千
匹
の
鼠
が
生
棲
し
、
年
六
五

百
五
十
万
円
の
金
額
に
も
の
ぽ
る
被

害
を
蒙
っ
て
い
る
事
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
米
に
換
算
す
れ
ば
な
ん
と
四

百
二
十
二
石
八
斗
（
千
六
十
俵
）
が

損
失
し
て
い
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。

こ
の
恐
し
い
鼠
を
皆
ん
な
の
力
で
一

匹
残
ら
す
退
治
し
よ
う
と
、
県
下
一

斉
ネ
ズ
ミ
駆
除
運
動
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
村
で
も

こ
れ
と
提
携
し
て
村
内
一
斉
ネ
ズ
ミ

駆
除
運
動
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま

人
生
往
来

◎
産
声

子
の
な
ま
え

村
山
弘
行

村
山
純
子

山
岸
恵
美
子

田
中
比
呂
子

山
田
秀
雄

富
井
敏
弘

樋
口
健
一

傑
坂
恵
美
子

樋
口
光
快

一　喜重要良貞良四父
　正八　　　　　　　　の
夫　郎雄作一夫平郎名

部
落
名

上芋田田
山沢沢沢

し
た
か
ら
、
村
民
全
員
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
期
間

　
十
一
月
十
日
か
ら
十
二
月
十
日

◇
宝
ク
ジ
と
景
品

　
　
し

0
殺
園
剤
一
袋
胸
買
上
げ
毎
に
宝
ク

ジ
一
枚

②
鼠
一
匹
捕
殺
す
る
と
宝
ク
ジ
一
枚

③
鼠
一
匹
捕
殺
す
る
と
十
円
の
奨
励

　
金

④
村
内
名
人
賞
　
　
　
　
　
三
本

⑤
村
内
多
数
捕
殺
賞
　
　
八
十
本

　
な
お
、
宝
ク
ジ
は
二
重
抽
せ
ん
で

す
。
そ
の
他
、
詳
細
は
各
戸
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
ま
す
。

清
田
山

如
来
寺

自
羽
毛

茎
　
尺

小
原

殺
鼠
剤
配
布
箱
を

利
用
し
よ
。
つ

◇
作
り
方
◇

　
厚
紙
を
用
え
て
参
考
図
の
よ
う
に

折
り
、
中
に
殺
鼠
剤
を
入
れ
物
陰
に

お
く
と
、
鼠
は
よ
く
喰
ぺ
ま
す
。

（
1
図
）
ま
た
、
餌
は
箱
を
つ
く
り

最
初
に
オ
イ
シ
イ
餌
を
入
れ
、
鼠
が

よ
く
喰
べ
る
よ
う
馴
ら
し
て
か
ら
、

今
度
は
毒
餌
に
す
り
か
え
る
方
法

◎
高
砂漁繍｛

翻
｛
翻

氏
　
　
名

中
根
　
正

大
鳥
ヨ
ネ
子

新
田
佳
正

志
田
ト
ミ
エ

寓
井
良
利

村
山
ヒ
サ
子

高
杉
　
尚

樋
ロ
ス
ミ
イ

部
落
名

岡
崎
市

芋
沢

福
島
県

土
倉

＋
日
町

東
田
沢

静
岡
県

干
溝

翻
臼
脳
鵡
，
鞭
知
醐

（
2
図
）
が
よ
い
で
す
。

恐
ろ
し
い

　
　
　
　
　
コ
ウ
虫
の
害

　
コ
ウ
虫
に
よ
る
最
も
大
き
な
病
害

は
、
貧
血
で
す
。
コ
ウ
中
は
、
一
日

に
○
・
五
膠
か
ら
○
・
八
竺
の
血
を

吸
い
と
る
と
い
わ
れ
、
そ
れ
が
少
な

い
人
で
二
、
三
．
匹
、
多
い
人
だ
と
三

百
匹
も
五
百
．
匹
も
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
均
す
る
と
三
士
四
程
度

　◎・一ノ、｛
　昇新新新新
氏天婦郎婦郎

江
村
春
夫

羽
鳥
ヨ
シ
エ

石
沢
定
夫

城
沢
サ
チ
エ

広
田
子
ノ
松

駒
山
本
喜
三
郎
心
螺
騰
葎

、
上
翁
蔭

　
口
日

高
橋

広
田

短
樋
ロ
ハ
ツ
エ

山
崎

新
屋
敷

荒
屋

津
南
町

名
　
　
部
落
名

　
　
　
　
干
溝

　
　
　
　
　
　
沢
壇
卵

　
9
の
■
鋲
‘
言
り

亀
蔵
・
な
齢
土
倉
麟

、
、
ま
　
　
　
東
田
尻
飛
旧

文
平
　
　
宮
中
．
閥
0

官
弘
憾
闘
小
原

　
　
　
　
　
　
溝

　
　
　
締

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
櫛

　
　
　
　
　
，

躍
　
　
　
　
　
　
億

ー
3 0

　
　
　
　
　
　
0

（　　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
顔

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
べ

田頸で樋’，

（2図P

　　　　　　　　　　　　2

…一｛i艶一…穐

　　　　　　　　　　　　　、

1＼

爵．縁

　
　
　
　
　
　
　
（
二
面
よ
り
続
く
）

　
　
も
必
要
だ
。
育
英
制
度
を
も
っ
と
充

　
　
実
し
て
有
能
な
青
年
を
、
村
と
し
て

　
　
育
て
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
み
て
は

聯
ど
D
か
．

鉾
叢
捕
編
繋
墾

嬉
と
が
ま
す
必
要
だ
。

醐
　
　
　
木
ノ
下
学
校
給
食
に
つ
い
て
は

　
　
理
解
が
深
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
阜

鰯
難
墜
灘
　
難

に
な
る
と
貧
皿
症
状
が
で
て
き
ま
す
器
官
が
弱
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ

ま
た
コ
ウ
虫
の
排
せ
っ
物
に
は
か
な
り
ま
す
。
こ
と
に
十
六
才
以
上
の
農

り
の
毒
性
が
あ
る
の
で
、
造
血
作
用
業
従
事
者
に
感
染
者
の
多
い
こ
と
が

に
障
害
を
き
た
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
特
徴
で
す
。

す
。

受
信
章
は
見
や
す
い
と
こ
ろ

に
は
り
ま
し
ょ
う

　
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
受
信
章
は
、

N
H
K
と
受
信
契
．
約
を
済
ま
せ
た
方

に
、
正
し
い
契
約
手
続
き
を
済
ま
せ

た
し
る
し
と
し
て
お
迭
り
し
て
い
る

も
の
で
す
が
、
こ
の
受
．
信
“
を
紛
失

し
た
り
、
ま
た
、
大
切
に
す
る
あ
ま
．

り
、
引
き
出
し
力
な
か
へ
し
ま
い
こ

ん
’
、
⊆
し
ま
っ
た
σ
し
て
、
見
や
す
い

場
所
に
は
り
出
さ
な
い
家
庭
が
あ
り

ま
す
。
未
契
約
の
方
と
間
違
い
や
す

い
た
め
、
N
H
K
の
主
唱
に
よ
り
十

｝
月
一
杯
を
”
受
信
蹟
を
見
や
す
い

と
こ
ろ
に
っ
け
る
”
運
動
月
問
に
し

て
い
ま
す
。
各
家
庭
の
ご
協
力
を
お

、
願
い
し
ま
す
。

急
に
村
内
各
学
校
と
も
に
完
全
給
食

が
申
旅
で
キ
ろ
よ
ろ
お
廟
い
し
た

い
。
そ
れ
か
ら
、
山
の
中
の
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
は
ブ
ー
ル
の
必
要
性

も
痛
感
さ
れ
る
問
題
だ
。

母
子
と
老
人
福
祉

の
増
進
を

　
司
会
住
民
福
祉
の
面
に
つ
い
て

は
。

　
藤
田
　
ま
す
な
に
よ
り
も
生
活
園

窮
者
に
対
す
る
キ
メ
細
か
い
、
温
い

手
を
さ
し
の
べ
て
も
ら
い
た
い
．
法

の
保
護
は
つ
ね
に
窓
口
を
親
切
て
い

ね
い
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
貝
野

診
療
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
も
早
急
に
何
と
か

A
ツ
年
も

期
限
内
に
完
納
〃
”

　
所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は
、
十

一
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
で
す
。

今
年
も
期
限
内
に
、
完
納
し
て
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
，

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
だ
。

　
高
橋
（
敏
）
　
保
育
所
の
拡
充
と

と
も
に
、
母
子
セ
ン
タ
ー
も
必
要

だ
。
整
っ
た
施
設
で
安
心
し
て
、
し

か
も
衛
生
的
に
分
娩
介
護
も
出
来
る

し
、
母
子
衛
生
の
多
く
の
問
題
も
解

決
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
大
島
　
い
ま
ま
で
の
福
祉
関
係
の

法
律
に
、
今
年
は
新
し
く
老
人
福
祉

法
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
社
会
全
体
が

も
っ
と
も
っ
と
温
か
い
気
持
で
老
人

た
ち
の
し
あ
わ
せ
と
い
う
こ
と
を
考

え
で
も
ら
い
た
い
と
お
も
う
。
老
人

ク
ラ
ブ
育
成
な
ど
に
つ
い
て
も
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
。

　
藤
田
　
な
ん
と
い
っ
て
も
明
朗
で

サ
ー
ビ
ス
の
行
き
と
ど
い
た
村
行
政

を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
に
し

て
も
、
役
場
庁
舎
が
こ
れ
ほ
ζ
狭
隙

で
老
朽
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
県

下
の
市
町
村
で
は
め
す
ら
し
い
の
で

は
な
い
か
と
お
も
う
が
。
中
里
村
の

将
来
を
見
通
し
た
上
で
早
急
に
庁
舎

建
設
の
研
究
を
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
だ
。

　
広
田
　
繰
返
し
て
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
新
村
議
の
方
六
に
お
願
い
し

た
い
こ
と
は
、
あ
く
ま
1
．
㌧
も
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
、
地
城
根
性
を
は
な

れ
て
つ
ね
に
祉
会
情
勢
を
適
確
に
把

み
、
将
来
の
見
通
し
を
も
っ
て
村
政

の
推
進
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
だ
。

　
司
会
百
は
こ
の
辺
で
。
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
，

　
　
　
　
　
　
　
（
又
責
公
民
舗
）


